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奈
良
・秋
篠

・
山
陵
遺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
秋
篠
町

・
山
陵
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
―

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
秋
篠

・
山
陵
遺
跡
調
査
会
、
奈
良
大
学
文
学
部
考
古
学
研

究
室
、
学
校
法
人
正
強
学
園

調
査
担
当
者
　
水
野
正
好

・
酒
井
龍

一
・
角
南
聡

一
郎

・
佐
藤
亜
聖

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
河
道
跡

。
埴
輪
埋
設
遺
構

・
水
田
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
、
古
墳
時
代
中
期
―
後
期
、
飛
鳥
時
代
、

奈
良
時
代
後
期
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

秋
篠

。
山
陵
遺
跡
は
奈
良
市

の
北
西
、
西
大
寺
を
南
に
望
む

京
北
条
里
地
域
に
位
置
す
る
。

奈
良
大
学
付
属
高
校
の
移
転
に

伴
い
、
奈
良
大
学
文
学
部
考
古

学
研
究
室
を
中
心
と
し
て
秋

Ｄ

篠

。
山
陵
遺
跡
調
査
会
を
結
成

奈

し
、
約

一
万
ポ
を
対
象
と
し
て

調
査
を
行
な
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
晩
期
の
土
器
溜
ま
り
、
古
墳
時
代
中
期
の
土
坑
、

同
後
期
の
溝

・
竪
穴
住
居

。
埴
輪
転
用
の
井
戸
状
遺
構
、
奈
良
時
代
後
期
の
倉

庫

・
井
戸

・
溝
、
平
安
―
室
町
時
代
の
集
落

・
耕
作
遺
構

・
水
田
、
各
時
代
の

河
道
を
検
出
し
た
。
中
で
も
京
北
条
里
に
関
し
て
、
七
世
紀
段
階
で
は
自
然
地

形
に
沿
っ
た
土
地
利
用
が
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
人
世
紀
中
葉
―
後
葉
に

な
っ
て

一
定
の
規
制
を
も
っ
た
土
地
利
用
に
変
化
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

木
簡
は
調
査
区
の
南
側
、
第
四
調
査
区
の
井
戸
Ｄ
Ｓ
Ｅ
Ｏ

一
か
ら
出
土
し
た
。

Ｄ
Ｓ
Ｅ
Ｏ

一
は

一
辺
九
〇
釦
を
測
る
方
形
隅
柱
横
桟
留
の
井
戸
で
、
検
出
面
か

ら
丼
戸
底
部
ま
で
は

一
人
○
帥
を
測
る
。
木
簡
は
井
戸
底
か
ら
、
文
字
の
書
か

れ
て
い
な
い
長
方
形
木
片
と
と
も
に
出
土
し
た
。
ま
た
、
上
層
か
ら
は

「寺
」

と
墨
書
さ
れ
た
土
師
器
片
も
出
土
し
た
。
埋
土
内
出
上
の
上
器
は
い
ず
れ
も
人

世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
第
三
調
査
区
井
戸
Ｃ
Ｓ
Ｅ
〇

一
か
ら

体
部
に

「
司
」
と
横
位
で
墨
書
さ
れ
た
同
時
期
の
須
恵
器
杯
が
出
土
し
た
。

当
遺
跡
の
奈
良
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
、
八
世
紀
中
葉
頃
に
二
間
×
二
間
の

倉
庫
四
棟
が
存
在
し
た
が
、
中
葉
か
ら
後
葉
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
方
位
を
た

が
え
て
規
模
の
大
き
な
建
物
群
に
変
わ
る
。
ま
た
遺
物
は
、
先
述
の
木
簡
や
墨

書
土
器
の
ほ
か
、
瓦

・
緑
釉
瓦

。
銭
貨

（万
年
通
宝
）
。
砥
石

・
輔
の
羽
回
・
ス

ラ
グ

・
製
塩
土
器
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
殊
な
遺
物
の
あ
り
方
は
、
当
遺
跡
が
寺
院
の
造
営
に
関
連
す
る

遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
周
辺
地
域
に
お
い
て
人
世
紀
半
ば
か
ら
九
世



紀
初
頭
に
造
営
さ
れ
た
寺
院
と
し
て
は
、
下

一
一臨
に
位
置
し
、
『続
日
本
紀
』
宝

亀

一
一
年
（七
八
〇
と
ハ
月
戊
戊
条
に
初
見
し
、
そ
の
頃
の
造
営
と
考
え
ら
れ
る

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

秋
篠
寺
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
立
地
の
問
題
や
決
定
的
な
根
拠
を
欠
く
が
、

当
遺
跡
は
秋
篠
寺
の
造
営
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

里
翁
沼
収
納
ヵ
〕
〔斗
陸
升
ヵ
〕

廿
□
日
□
□
米
津
□
回
□

（
∞
∞
憫
）
×

（
］
∞
）
×
い
　
ｏ
∞
Ｐ

現
在
奈
良
大
学
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

秋
篠

・
山
陵
遺
跡
調
査
会
、
奈
良
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
、
学
校
法
人

正
強
学
園

『秋
篠

・
山
陵
遺
跡
』
全

九
九
八
年
）
　
　
　
　
　
（佐
藤
亜
聖
）

ω
　
「ｏ十
四剛酎酪
　　承齢研酌助大
刀自

元
来
も
う
少
し
幅
の
あ
る
長
方
形
の
板
材
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
下

端
も

一
部
欠
損
す
る
。
ま
た
、
上
部
に
は
用
途
不
明
の
径

一
ｍｍ
前
後
の
小
孔
を

持
つ
。
木
簡
の
性
格
に
つ
い
て
は
米
の
出
納
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
は
奈
良
大
学
水
野
柳
太
郎
氏
に
よ
る
。
な
お
木
簡
そ
の
も
の
は

八六
ハ ハ

松卜可
万治
呂吾
公

1998年出上の木簡
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